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橿
原
神
宮
の
造
営
は
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
七
月
、
明
治
天
皇
が
「
帝
国
不
磨
の
憲
法
（
大
日
本
帝
国
憲
法
）
を
発
布
せ
ら
る
る
に
当
り
、
一

深
く
皇
祖
の
偉
業
を
追
憶
せ
ら
れ
、
又
地
方
人
民
の
願
意
を
嘉
納
し
給
ひ
、
皇
祖
神
武
天
皇
及
皇
后
五
十
鈴
媛
命
の
神
霊
を
奉
嘉
す
べ
き
神
宮
を
　
舶

創
建
」
し
よ
う
と
決
意
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
即
ち
表
面
上
で
は
「
地
方
人
民
の
願
意
を
嘉
納
し
」
と
あ
る
よ
う
に
地
元
住
民
に
よ
る
神
宮
造
営
一

の
請
願
が
あ
り
、
天
皇
が
こ
れ
を
聴
許
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
請
願
書
は
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
五
月
、
高
市
郡
高
取

村
の
西
内
成
郷
ら
四
二
名
の
有
志
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
紀
元
二
千
五
百
五
十
年
に
当
た
る
明
治
二
三
年
ま
で
に
「
宮
址
に
神
武
天
皇
及
び
皇
后

の
拝
殿
二
基
を
建
設
、
橿
原
神
社
の
社
号
を
允
許
せ
ら
れ
ん
こ
と
」
を
宮
内
省
に
願
い
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。

同
年
一
〇
月
、
西
内
成
郷
が
献
納
し
た
一
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
も
と
に
宮
内
省
が
民
有
地
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
買
収
し
て
、
工
事

に
着
手
し
た
。
明
治
天
皇
は
京
都
御
所
の
賢
所
と
神
嘉
殿
を
そ
れ
ぞ
れ
橿
原
神
宮
の
本
殿
と
神
楽
殿
（
共
に
現
在
、
重
要
文
化
財
に
指
定
）
と
し

1
．

て
移
築
さ
せ
る
と
共
に
、
多
額
の
維
持
費
を
下
賜
し
た
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
（
こ
の
年
は
七
月
に
第
一
回
帝
国
議
会
が
召
集
さ
れ
、
一
〇
月
に
は

教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ
て
い
る
）
の
三
月
に
、
は
や
く
も
造
営
が
成
り
、
橿
原
神
宮
号
の
宣
下
が
あ
っ
て
、
官
幣
大
社
と
な
り
、
四
月
二
日
に
鎮
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教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ
て
い
る
）
の
三
月
に
、
は
や
く
も
造
営
が
成
り
、
橿
原
神
宮
号
の
宣
下
が
あ
っ
て
、
官
幣
大
社
と
な
り
、
四
月
二
日
に
鎮

座
、
そ
し
て
そ
の
月
の
二
二
日
に
は
昭
患
皇
太
后
が
参
拝
す
る
と
い
う
、
請
願
書
提
出
か
ら
一
年
足
ら
ず
で
、
あ
わ
た
だ
し
く
造
営
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
第
一
回
帝
国
議
会
召
集
に
間
に
合
わ
せ
る
事
を
意
図
し
て
い
た
為
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
為
に
請
願
書
提
出
以
前
か
ら
造
営
準
備
に

と
り
か
か
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
二
月
一
一
日
に
紀
元
節
が
正
式
に
発
足
し
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
に
は
、

明
治
天
皇
が
神
武
陵
に
参
拝
す
る
な
ど
、
天
皇
の
存
在
を
広
く
国
民
に
知
ら
せ
る
施
策
が
次
々
と
講
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
の

中
で
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
、
俗
に
御
宮
跡
と
よ
ば
れ
て
い
た
高
市
郡
畝
火
村
字
階
橋
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）

年
に
は
そ
こ
に
宮
跡
を
示
す
碑
文
が
建
て
ら
れ
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
は
橿
原
宮
祉
な
る
も
の
の
考
証
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
科
学
的
に
立
証
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
事
は
神
武
天
皇
の
存
在
な
ど
あ
り
得
な
い
事
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
（
昭
和
一
三
年
か
ら
始
ま
る
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
事
業
の
際
、
こ
の
辺
〓
帝
か
ら
縄
文
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
）
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
橿
原
神
宮
造
営
に
あ
た
り
、
神
宮
の
石
垣
下
の
基
盤
用
の
石
の
一
部
と
し
て
、
飛
鳥
の
三
大
寺
の
一
つ
、
大
官
大
寺
（
遺
跡

は
一
九
七
四
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
）
の
礎
石
七
四
個
を
持
ち
出
し
て
使
用
し
た
。
こ
の
時
、
飛
鳥
の
村
人
一
二
名
が
連
判
状
を
提
出
し
て
、

そ
の
阻
止
を
図
っ
た
が
強
行
さ
れ
、
あ
と
に
は
、
わ
ず
か
一
個
の
礎
石
が
残
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
連
判
状
は
今
も
明
日
香
村
役
場
に
保

存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

45

ニ
　
神
国
思
想
と
橿
原
神
宮
の
拡
張

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
、
日
清
戦
争
の
勝
利
を
記
念
し
て
、
神
武
陵
が
拡
張
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に
は
、
大
正

天
皇
の
即
位
と
共
に
、
橿
原
神
宮
第
一
次
拡
張
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
工
事
に
伴
う
費
用
は
約
七
〇
万
円
と
し
、
そ
の
費
用
の
殆



ん
ど
は
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
、
組
織
・
規
約
を
改
正
し
て
再
出
発
し
た
橿
原
神
宮
附
属
講
杜
敬
神
講
が
寄
附
を
募
っ
て
、
賄
う
事
と
し

た
。
こ
の
敬
神
講
で
は
「
神
武
天
皇
は
皇
室
の
太
祖
た
る
と
共
に
、
又
日
本
国
民
の
大
祖
先
た
り
、
さ
れ
ば
神
武
天
皇
の
神
霊
を
奉
斎
せ
る
橿
原

神
宮
は
国
民
の
大
氏
神
に
し
て
、
国
民
は
当
神
宮
の
大
氏
子
た
り
と
も
い
ふ
べ
し
、
故
に
か
か
る
特
別
の
場
合
な
る
を
以
て
、
大
氏
子
費
と
し
て

日
本
国
民
人
口
一
人
に
付
金
武
銭
の
寄
附
募
集
方
を
如
上
の
精
神
的
意
味
に
於
て
、
大
氏
子
惣
代
た
る
べ
き
各
府
県
長
官
に
懇
請
」
す
る
こ
と
に

し
た
。又

、
こ
の
敬
神
講
の
趣
意
書
に
は
「
謹
テ
惟
ル
ニ
皇
祖
神
武
天
皇
允
文
允
武
ノ
英
資
ヲ
以
テ
不
廷
ヲ
懲
シ
諸
虜
ヲ
誅
シ
六
合
ヲ
兼
ネ
八
紘
ヲ

掩
ヒ
以
テ
都
ヲ
大
和
国
畝
傍
山
ノ
東
南
橿
原
ノ
地
二
真
土
嬰
一
天
壌
無
窮
ノ
基
業
ヲ
開
カ
セ
給
へ
リ
盛
徳
沌
業
萬
邦
ノ
胞
仰
ス
ル
ト
コ
ロ
鳴
呼
マ

タ
盛
ナ
ル
哉
我
等
臣
子
世
界
無
比
ノ
国
体
ヲ
戴
キ
遠
祖
以
来
其
洪
恩
二
浴
シ
テ
家
給
シ
入
足
り
生
二
安
ン
ジ
業
ヲ
楽
ム
ヲ
得
ル
モ
ノ
実
二
無
上
ノ
　
l

幸
福
ト
云
フ
ベ
シ
帝
国
臣
民
タ
ル
モ
ノ
豊
報
本
反
始
ノ
至
誠
ヲ
致
サ
ズ
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
然
ル
ニ
今
ヤ
人
心
浮
薄
二
流
レ
神
国
ノ
民
亦
漸
ク
神
恩
　
4
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ノ
厚
キ
ヲ
忘
レ
ン
ト
ス
警
メ
ズ
ン
バ
ア
ル
可
カ
ラ
ズ
是
レ
即
チ
本
論
ヲ
組
織
シ
同
感
ノ
士
ト
共
二
赤
誠
ヲ
捧
ゲ
テ
以
テ
臣
子
報
木
ノ
本
分
二
副
ハ
一

ン
事
ヲ
期
ス
ル
所
以
ナ
リ
糞
ク
バ
賛
同
加
盟
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
橿
原
神
宮
が
天
皇
制
国
家
、
神
国
日
本
の
精
神
的
支
柱
と
し

て
役
割
を
は
た
そ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
を
う
か
が
わ
せ
る
。

か
く
し
て
敬
神
講
は
奈
良
県
知
事
を
総
裁
と
し
、
評
議
員
に
は
、
右
翼
の
巨
頭
、
頭
山
満
外
有
名
人
一
四
名
を
あ
て
、
全
国
各
府
県
に
分
講
を

っ
く
り
、
府
県
知
事
が
責
任
者
と
な
り
寄
附
金
の
募
集
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
講
が
発
足
し
た
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
か
ら
、

橿
原
神
宮
の
拡
張
工
事
が
完
成
に
近
づ
く
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
ま
で
の
約
二
二
年
間
で
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
朝
鮮
、
樺
太
、
満
州
、
青

島
に
至
る
ま
で
、
合
せ
て
約
五
八
万
円
の
寄
附
金
を
集
め
た
。
こ
の
間
、
工
事
は
進
ん
だ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
経
済
の
変
動
、
物
価
高

騰
の
中
で
、
当
初
の
予
算
で
は
、
と
て
も
賄
い
き
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
頭
山
満
等
の
働
き
か
け
が
国
会
な
ど
に
対
し
て
な
さ
れ
た
の



騰
の
中
で
、
当
初
の
予
算
で
は
、
と
て
も
賄
い
き
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
頭
山
満
等
の
働
き
か
け
が
国
会
な
ど
に
対
し
て
な
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
第
四
五
帝
国
議
会
（
一
九
二
一
年
一
二
月
二
六
日
開
会
、
一
九
二
二
年
三
月
二
五
日
閉
会
）
に
お
い
て
、
榎
原
神
宮
の
拡
張
に
つ

い
て
の
建
議
案
が
岡
山
県
選
出
の
高
草
美
代
蔵
に
よ
る
も
の
と
、
奈
良
県
選
出
の
八
木
逸
郎
外
五
名
に
よ
る
も
の
と
の
二
案
が
同
時
に
提
出
さ
れ

た
。高

草
の
建
議
案
は
「
橿
原
神
宮
第
l
期
宮
城
拡
張
及
宮
殿
修
築
は
遠
か
ら
ず
終
了
す
べ
L
と
堆
該
事
業
は
十
年
前
の
計
画
に
属
し
時
世
の
進
運

に
伴
は
ず
規
模
狭
除
に
し
て
神
域
の
尊
厳
を
保
持
す
る
こ
と
困
難
な
り
政
府
は
宜
し
く
隆
昌
窮
り
な
き
帝
国
の
歴
史
と
国
民
崇
敬
の
中
枢
た
る
霊

宮
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
更
に
適
当
な
る
計
画
を
樹
て
伊
勢
大
廟
及
明
治
神
宮
に
対
比
し
得
べ
き
程
度
の
第
二
期
拡
張
及
修
築
の
事
業
を
企
画
し

之
に
要
す
る
費
額
全
部
を
国
庫
よ
り
支
出
す
べ
し
右
建
議
す
」
と
あ
り
、
そ
し
て
高
草
は
そ
の
提
案
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
『
橿
原
神

宮
は
御
承
知
の
通
り
皇
祖
神
武
天
皇
を
御
祀
し
て
あ
る
神
宮
で
あ
り
ま
し
て
、
神
武
天
皇
は
広
大
無
辺
な
る
此
経
論
を
行
は
せ
ら
れ
ま
し
て
、
而
一

し
て
我
国
に
於
け
る
永
遠
無
窮
の
隆
昌
の
基
を
御
開
き
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
私
の
申
す
ま
で
も
な
い
事
で
あ
り
ま
し
て
、
伊
勢
神
宮
と
明
　
4
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治
神
宮
と
並
に
此
神
宮
は
日
本
の
三
大
神
宮
で
あ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
国
民
の
崇
敬
の
中
心
に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
宮
城
が
一

泡
に
狭
く
あ
り
ま
し
て
、
御
承
知
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
此
神
宮
の
前
方
僅
に
六
十
問
を
隔
て
ま
し
て
県
道
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
又
其
横
手
に

優
に
百
二
三
十
間
を
隔
て
ま
し
て
、
畝
傍
の
村
落
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
歌
舞
の
声
或
は
管
絃
の
音
が
直
に
此
宮
殿
に
伝
は
る
と
云
う
此
の

如
き
泡
に
畏
れ
多
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
…
…
…
…
・
：
中
略
・
…
…
…
…
・
・
明
治
神
宮
の
宮
域
は
御
承
知
の
通
り
に
殆
ん
ど
二
十
万
坪
内
外
あ
る
の
で
あ

り
ま
す
が
、
此
橿
原
神
宮
の
宮
城
は
優
に
五
分
の
一
に
も
足
ら
ぬ
と
云
う
や
う
な
、
誠
に
狭
隈
な
る
地
域
で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
私

は
ど
う
し
て
も
、
此
際
大
に
此
宮
域
を
拡
張
致
し
ま
し
て
、
少
く
と
も
明
治
神
宮
と
同
等
、
否
以
上
に
此
宮
域
を
拡
張
し
た
い
と
云
う
考
へ
を
持
っ

て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
で
又
此
外
近
時
思
想
動
揺
し
、
民
心
の
悪
傾
向
を
来
し
て
居
り
ま
す
る
今
日
で
あ
り
ま
す
る
が
故
に
、
殊
に
神
宮
を
尊

崇
致
し
ま
す
る
と
云
う
意
味
か
ら
致
し
ま
し
て
も
、
宮
城
の
拡
張
と
云
う
事
は
頗
る
当
を
得
た
事
と
私
共
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
・
…
・
・
・
…
・
綾
略
」
。



八
木
も
同
様
の
提
案
理
由
と
補
足
説
明
を
し
、
拍
手
と
「
賛
成
」
　
「
賛
成
」
の
声
と
共
に
、
こ
の
建
議
案
は
一
括
し
て
、
議
長
指
名
を
以
て
九
名

の
委
員
に
付
託
さ
れ
た
後
、
同
国
会
に
於
い
て
、
橿
原
神
宮
拡
張
工
事
に
伴
う
費
用
と
し
て
国
庫
よ
り
、
五
二
七
万
円
を
支
出
す
る
事
が
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
金
額
が
全
額
支
出
さ
れ
、
工
事
が
進
め
ば
、
橿
原
神
宮
は
、
相
当
な
規
模
の
も
の
に
拡
大
さ
れ
た
と
患
わ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
支
出
は
、
一
九
二
三
（
大
正
二
一
）
年
九
月
の
関
東
大
震
災
の
為
に
見
送
ら
れ
、
国
庫
か
ら
の
支
出
は
約
三
三
万
円
に
お
さ
え
ら
れ
た
。

結
局
、
大
正
時
代
の
一
五
年
間
を
費
や
し
て
行
わ
れ
た
第
一
次
拡
張
工
事
は
寄
附
金
五
八
万
円
、
国
費
三
三
万
円
、
皇
室
か
ら
の
下
賜
金
二
万
五

千
円
、
そ
の
他
五
万
五
千
円
、
合
わ
せ
て
九
九
万
円
の
費
用
を
費
や
し
て
終
了
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
に
入
っ
て
、
神
国
日
本
の
思
想
統
一
が
一
層
強
化
さ
れ
、
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
事
業
が
一
九
三
八
（
昭
和
〓
ニ
）
年
か
ら
、
一

大
規
模
に
開
始
さ
れ
、
全
国
か
ら
延
べ
一
二
〇
万
人
の
労
働
奉
仕
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
日
本
国
民
の
神
聖
な
る
教
化
道
場
が
、
橿
原
神
宮
を
中
　
亜

心
に
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
大
運
動
場
、
建
国
会
館
、
橿
原
文
庫
、
八
紘
寮
、
大
和
歴
史
館
等
々
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
つ
く
ら
れ
、
橿
原
神
宮
は
外
苑
一

を
合
わ
せ
る
と
約
四
九
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
拡
張
さ
れ
た
。

一
九
四
〇
　
（
昭
和
一
五
）
年
二
月
二
日
を
中
心
と
す
る
建
国
記
念
祭
に
は
、
全
国
か
ら
約
一
千
万
人
が
参
拝
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
翌
年
、
日
本
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、
破
局
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。

参
考
文
献

・
橿
原
市
史

・
橿
原
神
宮
規
模
拡
張
事
業
竣
成
概
要
報
告
（
大
正
一
五
年
　
橿
原
神
宮
発
行
）



橿
原
神
宮
規
模
拡
張
事
業
竣
成
概
要
報
告
（
大
正
一
五
年
　
橿
原
神
宮
発
行
）

大
日
本
帝
国
議
会
誌

奈
良
百
年
（
毎
日
新
聞
社
）

付
　
記同
和
教
育
の
教
材
と
し
て
、
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ
ら
れ
る
洞
部
落
の
強
制
移
転
問
題
は
、
主
と
し
て
神
武
陵
と
の
関
連
で
考
察
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
は
、

神
武
陵
と
か
か
わ
っ
て
橿
原
神
宮
の
造
営
と
拡
張
も
あ
わ
せ
て
考
察
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
鈴
木
良
先
生
の
教
示
を
う
け
て
調
べ
た
も
の
の
一
部
を

や
や
く
わ
し
く
、
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
洞
部
落
移
転
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
奈
良
県
同
和
事
業
史
」
の
鈴
木
良
先
生
執
筆
部
分
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

橿

原

市

立

畝

傍

南

小

学

校

）
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